
情報処理 Vol.54 No.9 Sep. 2013952

 

解説

生きる知恵…情報を学ぶ意義 　

　新入生を観察すると，特にゆとり世代の学生の能

力の低下を痛感します．あえて「能力」としたのは，

学生の基礎学力やバイタリティだけでなく「生きる

力」あるいは先人が「知恵」といってきたものが非常

に低下しているからです．たとえば 960 円払うの

に千円札 1 枚に硬貨で 60 円を足して 1,060 円を渡

して，100 円玉を返すようにすれば，財布はコンパ

クトになり，店は小銭が増えて釣り銭の選択肢が増

え，小さなWin-Winに．祖母との買い物での店先で，

こんな気の利いたやりとりを目にしたものですが，

キャッシュレスやレジにお札を突っ込むと正確に釣

りが出てくる現代では，アルバイトの学生にとって，

こういう機微は化石なのでしょうか？

　指導要領には「生きる力」という副題が与えられ，

学生の能力の増大を目指して大きな再編と内容強化

が実施されており，ゆとり的な指導要領やその実践

を反省しています．その中でも共通教科情報（以下

単に情報と呼ぶ）は，従前の「情報 A」「情報 B」「情

報 C」というビタミンのような教科名から，「情報の

科学」と「情報と社会」に変更されて内容が分かりや

すくなっています．

　オープンキャンパス等で高校生に自分の学科の

ことを紹介する際，学生に最初に『日本語の「情報」

の語源を知っている？』と尋ねてみます．敵情報知，

つまりスパイ活動であると，それを説く Web ペー

ジをいくつか見せながら，「だから，うちでやって

いるのは学際的なことなのだ！」と説明すれば，も

う掴みは万全！　映画の中で存亡をかけ知恵と道具

を駆使してジェームズ・ボンドが敵に立ち向かうさ

まは，情報社会を生き抜く我々の姿の投影だと説明

し，情報は単なるオカルトでないと説きます．拙説

を「生きる知恵」から始めたかった意図を汲んでいた

だけると幸いです．

情報教育が目指すもの

　本来「情報工学」や「計算機科学」と呼ばれる領域の

内容は，純粋に理学と工学に根差したものである，

というのは情報系教員の共通認識です．しかし，ほ

かの教科が，「ゆとり化」で切り捨てたり，激動の世

情に追従できない話の尻拭いをしているのが，教科

としての情報です．見方を変えれば入試に多用され

る 5 教科の指導要領から落とされたが，生きる力の

知的基盤として学生が身に付けておくべきことなの

です．

　文科省が情報活用能力としてまとめている次の

3 つの目標：

1.	 情報活用の実践力

2.	 情報の科学的な理解

3.	 情報社会へ参画する態度

の詳細や本会のスタンスについてはこの解説記事の

バックナンバ 1），2）をご覧いただくとして，その要

点は以下のようになります．

1.	 単にワープロ，表計算，プレゼン，Web 検索等
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の使い方を習得するだけではなく，それら「考え

るための近代的な道具」を駆使して，物事を考え

る能力を身に付ける．

2.	 単に知識を詰め込むだけではなく，獲得した知

識を元に，物事を多面的に考える力を身に付ける．

3.	 単なる「べし・べからず」だけではなく，情報

社会における事件を科学的背景とともに理解し，

自分の見解を持つ能力を身に付ける．

　各項目の例については枚挙にいとまがないので割

愛しますが，情報教育の本当の狙いは，世間一般の

認識である「情報機器の使い方＋ネチケット」だけで

はないということを強調します．

情報教育の現状

　科目名の再編を待つまでもなく，情報は共通教科

として重要な位置を占めますが，日本における現状

は非常にお寒い 3）と言わざるを得ません．その背景

は以下のようになります．

1.	 現状では情報が入学試験の科目として扱われる

例が少なく学校が力を入れて指導しない．

2.	 高校以前での情報の認識や指導内容が，情報機

器の使い方＋ネチケットにとどまっている．

3.	 大学で情報を学び，情報の教員免許を取得した

教員が教育現場に浸透していない 4）ので，2. に

気づいたとしても殻を破れない．

これらが複合的にお寒い状況を増長しています．

　情報の科学的理解においては，主要課題の 1 つ

のアルゴリズムとプログラミングは，教員のアレル

ギー源になっています．この達成に相応しい人材で

ある情報系出身の教員の採用状況が芳しくないのは

大きな問題です．

　情報社会に参画する態度についての指導の現実は，

精神論的な内容にも達していないのが現状です．世

間からこの点への要請が，各種端末とネットワーク

を介して不特定多数の人物とやりとりが可能な現代

において，安全で健康に生きるための術を獲得する

ことであるのは確かです．しかし，警察などの専門

家の講演で，科学的背景に乏しい「べし・べからず

論」を聴講させることに終始する場合が多いようで

す．このままでは利己主義的な風潮が増長し，昨今

のマスコミが「サイバー」という語でひとくくりにす

る事件が多発するでしょう．	

　このように，現状の情報教育では，指導要領の

メッセージが絵に描いた餅になっています．この現

状を打開するにはどうしたら良いでしょう？

情報入試ワーキンググループ

　お寒い情報教育の原因の筆頭は，情報が大学入

試科目でないことだと言えます．入試は「ここは押

さえるべし」という大学から受験生へのメッセージ

です．「だったら，適切な情報の試験問題で入試す

れば問題はすべて解決！」と言いたいところですが，

そんな簡単な話ではありません．

　センター試験の数学別冊の情報関係基礎 5）が，現

在の形になり安定して学力測定ができるまでには，

多くの試行錯誤を経ました．問題作成には，かなり

大きなコストを要しています．これを個別大学で負

うのは，多くの場合難しいでしょう．

❏❏ワーキンググループの設立と目的
　情報入試の普及を目的として，2012 年の初頭に

関心を寄せる次の 8 名の大学教員が「情報入試研究

会」を立ち上げました（敬称略）．

植原啓介，角田博保，筧　捷彦，久野　靖，

辰己丈夫，中野由章，中山泰一，村井　純

　本会での研究会の位置づけは情報入試ワーキング

グループ（以下 WG と略）であり，次の事項を使命

とします．

1.	 情報の入試問題として適切な内容・水準の共通

認識を示す標準問題を作成・公表する．

2.	 良質で多様な標準問題の公表を通して，情報の

教育内容や到達水準についての社会の共通認識

を確立し，それに向けた情報教育を促す．

3.	 標準問題を用いた模擬試験を実施し，結果を分

析して公表する．

　これらにより，情報入試を実施している大学が少
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ない理由である「受験人数が少ない」と「標準的な問

題がない」の 2 点の解消を狙っています．

❏❏ 今までの活動
　WG の公開活動は以下の通りです．

・	2012 年 3 月の情報入試フォーラムで 2013 ～ 15

年に毎年，試作問題を用いた模擬試験を実施する

計画を発表（図 -1）

・	2012 年 10 月の高校教科「情報」シンポジウムで試

作問題 #0016）を公表

・	2013 年 5 月に試作問題 #002 を用いた公開模擬試

験を実施 7）

　この間に後に加わったメンバも交えて，5 回の作

問や模擬試験採点の合宿を行ってきました．

　当面は，2013年 10月26日開催の，高校教科「情報」

シンポジウム 2013 秋における，試作問題 #002（現

在は有志による個別団体受験を実施中なの

で未公開）の結果（図 -2）の詳細な分析や，次

の試験問題の作成などの作業合宿を重ねて

います．

　試作問題に収録されたもの以外の問題も

たくさんありますが，これも整理・公開し，

作問や学習の一助に供する予定です．

　当初は各メンバの手弁当での活動でした

が，本会の WG として認められてからは，

学会経由の寄付により活動していることを

ご報告します．

試作問題

　先述の都合上，試作問題 #002 は説明を控

えますが，そのパイロット版である #0016）を

取得され，ご覧いただけると幸いです．

❏❏ 出題範囲と内容
　指導要領に基づき，検定教科書に標準的

に掲載されている範囲と内容を試験対象と

しています．特定のソフトウェア等に依存

した問題は避けますが，それらを操作した

経験や，その際に考えたことは糧になります．

　また，情報関係基礎 5）より専門性を低くする一方

で，真剣に情報の授業に取り組み，「情報」的な考え

る力を有する学生には有利になっています．

　知識問題よりも思考力問題に重点を置いています

が，これは前者が比較的作成が容易なのに対して，

後者は作成が難しいため，問題提供のチャンスを増

やすという意図に基づきます．

❏❏ 出題形式
　「情報共通」「情報と社会」「情報の科学」の 3 領域

について，それぞれ大問数が 1，2，2 となるよう

に出題しています．模試では調査の観点からすべて

必答としましたが，アドミッションポリシーに合わ

せて各大学で取捨選択して利用することを想定して

います．試験時間は	90 分とし，受験者の負担に配

図 -1　模擬試験実施計画の発表
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図 -2　第 1回模擬試験の点数分布（2013 年 5月 31 日現在）
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慮しています．

　多肢選択式と記述式の併用ですが，記述は採点の

コスト等を考慮して 50 ～ 60 字前後にしています．

❏❏ 出題例
　我々の意図を体現した問題として，文献 8）を素

材とした #001 の第 4 問（図 -3）を見ていきます．

　問 1 では，下線部（a）に関して，提案（下線部（b））

が空欄になっており 4 つの選択肢から選択させ，そ

のようにする理由「（輻輳を避けるのに）優先度が高

い通話に回線を譲る」を記述させており，「災害時に

は無闇に電話を使うな」という単純な「べし・べから

ず」ではなく，その背景にある輻輳の知識も問うてい

ます．また問2では，下線部（c）の理由「パケット通

信は，データを分割して送付し，受け取った側で組

み立てるから」を選ばせて，パケット通信と回線交

換通信の違いの理解を問うています．そして，問 3

では，下線部（d）の理由として本文からは読み取れ

ない事項として，携帯電話の電池に関する選択肢を

選ばせています．

　このように，単に教科書に書いてあることの棒暗

記だけではなく，その背景や科学的考察ができない

と点が取れないような問題を狙っています．

まとめ

　共通教科情報は将来の我が国のバイタリティに直

結しています．しかし，現状では受験の立場から情

報の指導が軽視されています．それを打開すべく，

情報を試験科目とすることを，いくつかの大学が実

施・予定しています．情報入試は，小手先の受験テ

クニックに甘んじない，真に能力が高い学生の獲得

のために有効であると信じます．

　これからも我々は試作問題の作成から模試結果の

分析に至る作業を繰り返していきますが，未知の問

題点やアイディアが多々あるものと思います．読者

の皆様のご意見をいただければと思います．

　繰り返しになりますが，本 WG の活動は寄付に

頼っています．皆様のご支援を賜れると幸いです．
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情報インフラ
　大災害で電話網は，物理的被害を免れたところでも，皆が

一斉に電話を使うため，大規模な発信規制を余儀なくされる．

今回も，公衆電話や IP 電話・PHS を除いて，ほとんどつなが

らなかった．つながらないから何度もかけ直し，（a）ますます

事態が悪化する．（b）被災地への電話は自粛し，災害用伝言ダ

イヤルや安否確認サイトを使うのが正解であろう．このあた

りは，災害時の行き過ぎた「買い占め」の問題と似ているが，

通信インフラや輻輳の仕組みも含めて，情報教育で扱いたい

内容である．

　（C）電話が使えなくてもパケット通信は比較的頑強であっ

た．被災地でも基地局の非常用電源が生きていた数時間は使

え，メールやツイッター，IP 電話（Skype や 050 電話）が役

立った．携帯メールは，SMS によるプッシュ機能の障害により，

メールが届いても端末に通知が来ないが「センター問い合わ

せ」でプルすれば読めることがあった．

　こういった通信の仕組みを理解して，複数の手段を使いこ

なせる能力が役立った．こういった情報リテラシーの問題は，

国の危機管理のありかたともかかわる．たとえば，原発事故

を受けて原子力安全委員会は委員 40 人を携帯メールで招集し

ようとしたが，ほとんどの委員に連絡がつかず，連絡がつい

ても交通機関が止まっていて（d）ほとんど参集できなかった．

PC のメールや TV 会議システムなら使えたはずである．こう

いったことを考えさせることは情報教育の格好の題材となる．

図 -3　試作問題 #001 の第 4問から（抜粋）
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